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日差しに温もりが増し、ついに春到来といった陽気です。

この1年でたくさんの経験をし、出来なかった事が出来るようになったり、「自分で」の気持ちが芽生え挑戦したりと

心身ともに成長を感じます。自信を胸に進級を迎えてほしいと思います。

まだ言葉の出ない時期は、自分の思いを表現する方法として、保育士に泣いて訴えたり、甘えたりする姿が見られま

した。また、お友だちには押す・叩く・噛みつく・引っ掻くなどの行為で気持ちを表現し、トラブルになることもあ

りました。

その都度・・・★友だちに関わろうとする気持ちを認める

★相手の嫌な思いを伝える

★一緒に遊びながらその時に合う言葉を知らせる

など繰り返し思いを受け止め、お友だちとの関わり方を伝えることで、身振りや簡単な言葉で自分の思いを伝えよう

とする姿が増えました。言葉のやり取りが出来るようになり保育士の仲立ちがなくても、子ども同士で会話を楽しん

でいます。感情をぶつけ合いスムーズにいかないこともありますが、気持ちが通じた時の嬉しい経験を沢山し、関わ

り合う楽しさが分かってきたようです。

1年間、日々の保育へのご理解・ご協力頂きありがとうございました。保護者の皆様と

共に子ども達の成長を見守ることが出来て嬉しく思います。

りすぐみ担任 川又 千恵・竹内 和枝

日々、興味や疑問を持っている子ども達。

いろんな事に挑戦し体験することで、

どんどん遊びが発展しています。


